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１  期    日     令和４年６月２３日（木） 
 
２  会    場      全員協議会室 
 
３  開会時刻      午前９時29分 
 
４  閉会時刻      午前10時39分 
 
５ 出 席 者   主  査  寺田 幸弘   副 主 査  藤澤 恭子 

委  員  草賀 章吉   委  員  山本 行男 
委  員  鈴木 久裕   委  員  鷲山 記世 

 
            （当局側）  理事兼総務部長、企画政策部長、協働環境部長、参与兼監

査委員事務局長、議会事務局長、所管課長 

            （事務局）  議事調査係 山崎貴哉 
 
６  審 査 事 項    
 

・議案第79号 令和４年度掛川市一般会計補正予算（第３号）について 
第１条 歳入歳出予算の補正 

歳入中 所管部分 
歳出中 第２款総務費 

第９款 消防費 
 

・議案第89号 令和４年度掛川市一般会計補正予算（第４号）について 
第１条 歳入歳出予算の補正 

歳入中  所管部分 
   

・議案第80号 掛川市税条例等の一部改正について 
・議案第81号 掛川市都市計画税条例の一部改正について 

 
  
 
７ 会議の概要    別紙資料のとおり 
 
 
   以上のとおり、報告いたします。 
 
                                         令和４年６月２３日 
 
市議会議長  松 本 均    様 
 
                  予算決算委員会総務分科会 主査  寺 田 幸 弘 
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議 事 

午前９時２９分 開議 

○主査（寺田幸弘） おはようございます。 

 ただいまから予算決算委員会総務分科会を開会いたします。 

 昨日の文教厚生分科会、それから環境産業分科会に引き続きまして、最後の分科会ということで、

よろしくお願いしたいと思います。 

 本日、当分科会に分割送付されました議案は、議案第79号 令和 4年度掛川市一般会計補正予算

（第 3号）をはじめ 4件であります。よろしく御審査をお願いいたします。 

 審査に入る前に、私から 1点御了承いただきたい点がございます。 

 通常、議案番号順に審査を進めていくべきでありますが、効率よく議事を進行するため、お手元

に配付してある審査順序にて、審査を進めていきたいと思いますが、よろしいですか。 

〔「異議なし」との声あり〕 

○主査（寺田幸弘） ありがとうございました。 

 次に、当局より説明資料の配付申出があり、主査において許可いたしましたので、お手元に配付

して、サイドブックスに掲載いたしました。 

 また、発言の際には、挙手の上、主査の許可を得てから、必ず自席のマイクのスイッチを入れて

発言するようお願いします。 

 また、質疑においては、説明を求める場合、まずは議案等のページ及び款、項、目等を示し、疑

問点を明瞭に発言することとし、答弁も簡潔に分かりやすくお願いし、一問一答方式でお願いしま

す。議案に関係のない質疑や意見は控えていただきますようお願いいたします。 

 また、傍聴の申出がありましたので、御報告申し上げます。 

 それでは、審査に入ります。 

 議案第79号 令和 4年度掛川市一般会計補正予算（第 3号）について、第 1条、歳入歳出予算の

補正、歳入中所管部分、歳出中第 2款総務費、第 9款消防費を議題とします。 

 それでは、財政課の説明をお願いします。 

 増田財政課長。 

○主査（寺田幸弘） ありがとうございました。 

 ただいまの財政課の説明に対する質疑をお願いします。 

 質疑はありませんか。 

 鈴木委員。 
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○委員（鈴木久裕） これについては、もう 2分の 1ということで確定しているんですよね、この

補助率って。 

○財政課長（増田忍） はい、そうです。 

○委員（鈴木久裕） 分かりました。 

○主査（寺田幸弘） その他質問は、質疑はございませんか。 

 よろしいでしょうか。 

〔「はい」との声あり〕 

○主査（寺田幸弘） それでは、質疑を終結します。 

 次に、市税課の説明をお願いします。 

 鈴木市税課長。 

○主査（寺田幸弘） ありがとうございました。 

 ただいまの市税課の説明に対する質疑をお願いします。 

 鈴木委員。 

○委員（鈴木久裕） 財政課に聞いたほうがよかったと思うんだけれども、これ、今回の財源更正

することになった理由というか、しなきゃいけない、何かその辺りの説明をお願いします。 

○主査（寺田幸弘） 鈴木市税課長。 

○市税課長（鈴木千里） 今回の住民税額シミュレーションシステムがデジタル田園都市国家構想

推進交付金の事業に該当するもので、交付金を有効に活用することとして、今回、この財源を更正

することといたしました。 

○主査（寺田幸弘） よろしいでしょうか。 

 鈴木委員。 

○委員（鈴木久裕） 要は、先ほど、創生臨時交付金のほうをほかの事業に回すようにしたからと

いうことですね。そういうことでいいですか。 

○主査（寺田幸弘） 増田財政課長。 

○財政課長（増田忍） 財政課です。よろしくお願いします。 

 今、御質問のあったとおり、コロナ対応臨時交付金のほうが充当する事業に関しては範囲が広い

ものですから、このデジタル田園都市交付金をまずは本事業に充当させていただいて、コロナの交

付金を幅広く活用させていただきたいということでございます。 

○主査（寺田幸弘） よろしいでしょうか。 

 その他、質疑はありませんか。 
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 よろしいでしょうか。 

〔「なし」との声あり〕 

○主査（寺田幸弘） 以上で質疑を終結いたします。 

 次に、ＤＸ推進課の説明をお願いします。 

 中村ＤＸ推進課長。 

○主査（寺田幸弘） ありがとうございました。 

 ただいまのＤＸ推進課の説明に対する質疑をお願いします。 

 質疑はありませんか。 

 草賀委員。 

○委員（草賀章吉） 1番のまずこのチャットボットシステムですね。具体的にどんなことというよ

うな流れだとかであるのか、ちょっと教えていただきたい。 

○主査（寺田幸弘） 中村ＤＸ推進課長。 

○ＤＸ推進課長（中村光宏） 現在のホームページにも、右下にきんじろう君がいて、自動回答シ

ステムといって、質問に対して自動的に誘導できたり、回答していただけるようなシステムになっ

ております。 

 今回、何が違うかというと、現在、ホームページは多言語で対応しておりますけれども、ＬＩＮ

Ｅは日本語でしか対応していないという部分もありまして、生活支援のために、外国人の方でも利

用できるように、5言語を用意し、生活分野など検索されることが多い場面で、目的にたどり着け

るようにチャットボットシステムを採用するということになります。 

○主査（寺田幸弘） よろしいでしょうか。 

 草賀委員。 

○委員（草賀章吉） ただ、ホームページを見ていて、ホームページは日本語ではないですか。彼

らというのは、その必要なところには、分かるのかな。全て日本語の中にそれが入っているわけで

しょう。 

○主査（寺田幸弘） 中村ＤＸ推進課長。 

○ＤＸ推進課長（中村光宏） 現状のチャットボットシステムは日本語しかないんですけれども、

今回改めて、日本語、英語、ポルトガル語、フィリピン語、ベトナム語の 5言語に対応して構築い

たします。 

○主査（寺田幸弘） よろしいでしょうか。 

○ＤＸ推進課長（中村光宏） あとホームページは現状でも多言語に対応してありますので、今回
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はその検索機能として、目的にたどり着くために、音声自動回答システムを多言語で構築するとい

うことになります。 

○主査（寺田幸弘） その他質問、質疑はございませんか。 

 鈴木委員。 

○委員（鈴木久裕） 下の 2番についてですけれども、26が15と11ということですけれども、これ

で子育て関係の、介護関係の手続はほぼ全部カバーしていると。もしそうではないとしたら、どう

いう基準で事業の選択、業務を選択されているのか教えてください。 

○主査（寺田幸弘） 中村ＤＸ推進課長。 

○ＤＸ推進課長（中村光宏） 今回の26手続というのは、国のデジタル社会の実現に向けた重点計

画の中で特に優先すべき手続として挙げられた26手続になります。その手続を令和 4年度末までに

オンライン化をすると、その構築費用について2分の 1の補助金があるということで、市としては

優先してやっていきます。 

○主査（寺田幸弘） 鈴木委員。 

○委員（鈴木久裕） これは事前に聞いとくべきことなのかもしれないけれども、また26の事業の

また一覧をお願いします。 

○主査（寺田幸弘） 中村ＤＸ推進課長。 

○ＤＸ推進課長（中村光宏） 資料という形で御提供すればよろしいですか。 

○委員（鈴木久裕） はい。 

○ＤＸ推進課長（中村光宏） では、提出させていただきます。 

○主査（寺田幸弘） 草賀委員。 

○委員（草賀章吉） このシステムをつくるというのは、どの自治体も別々にやっているわけ。 

○主査（寺田幸弘） 中村ＤＸ推進課長。 

○ＤＸ推進課長（中村光宏） 現状はそうです。既存の基幹システムにつなげるための構築をそれ

ぞれするということで、今、進めておりますマイナンバーカードにより、マイナポータルから手続

をして基幹システムにつなげるということになりシステム標準化の関係でも今回構築するシステム

を利用しますので、別々ではありますけれども、標準化に向けても活用されるということで御了解

をお願いします。 

○主査（寺田幸弘） 草賀委員。 

○委員（草賀章吉） 私には分からないけれども、ただ、窓口システムが、この基幹システムは国

の金で全部やってくると。例えば、ここまではね。その後、では、その各自治体がね、こういった
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ことをこのそれぞれやっていくというところに金がかかってくると、こういうことですか。いや、

こういうことをやらない自治体もあるということ。でも、掛川市は子育てとか介護のものを早くや

りますよということだけ。 

○主査（寺田幸弘） 中村ＤＸ推進課長。 

○ＤＸ推進課長（中村光宏） 全体としては、市長が申し上げています手のひら市役所の実現とい

うことで、いろんな手続、申請関係とかでスマートフォンやインターネットからできるようにして

いきます。 

 今、国がマイナンバーカードを使って、主には個人認証が必要なケースの申請につきましては、

マイナポータルからぴったりサービスを使ってやりますので、例えば個人情報を必要としないよう

な申込みはまた別のシステムで構築しております。とにかく、国は今、マイナンバーカードの推進

をし、マイナンバーカードでできる手続を増やしている関係で必要とする方が多い子育てや介護関

係の26手続をまずは優先するということですので、その他の手続につきましては、順次オンライン

化を進めていきたいと思います。 

○主査（寺田幸弘） 山本委員。 

○委員（山本行男） 関連で、今、課長が、説明聞いているだけでもよく分からんみたいな、これ

は、若い子育て世帯の方たちが恐らくスマホとか、そういうのに慣れているから、あれでしょうけ

れども、ちょっと感情的な話になってくると、そういう部分でマイナンバーカードですね、云々    

というようなこととか、認証が要らないよとか、そこら辺の使い勝手というのがかなり楽にできる

ようになるんですか、これは。そこまで入り込んでいくんですか。 

○主査（寺田幸弘） 中村ＤＸ推進課長。 

○ＤＸ推進課長（中村光宏） 後ほど、資料を御提出しますが、例えば、児童手当の現況届である

とか、要介護、要支援認定の申請とか、26手続になるんですけれども、今まで紙で提出していたも

のを、スマートフォンやインターネットから申請ができるということになりますので、もちろん市

民の方にとっては、紙を市役所へ届けなくても、スマートフォンの個人認証で申請ができるという

ことであると思います。受け取る市役所側につきましても、例えば児童手当の現況届は、昨年度で

いいますと、 9,000件出ております。それが全部そうなるとは思いませんけれども、電子申請によ

って自動取り込みされることで、事務処理軽減になるとか、手続の連携ができるということでやっ

ております。 

 市では、手のひら市役所を目指しておりますので、国の施策として、マイナンバーカードを使っ

た手続を推進していくということもありますし、我々としては、その他のことも含めて、全部の手
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続をなるべくスマートフォンとか手のひらでできるような形でやっておりますので、国がマイナン

バーカードで進める業務は、国のほうの手続を活用しながらやらせていただき、それ以外は、ほか

の電子申請システムを活用しながら、なるべく市民の方が市役所へ来なくても手続できるようにし

ていきたいと思います。 

○主査（寺田幸弘） よろしいでしょうか。 

 26の一覧は出していただいて、そして、いろいろな形でどんなものかということを確認していた

だいた後ということで、よろしいですか。 

 藤澤副主査。 

○副主査（藤澤恭子） ありがとうございます。 

 同じところで、本当にこの手のひら市役所、特にこの優先順位の強い子育て世帯とか、介護の方

というのは、なかなか家を空けることもできないし、置いていくこともできないし、非常にここの

ところを優先して、システムの構築をしていただけるということで、ありがたいなと思っておりま

す。 

 この先もいろいろな手続がこのようにシステム化されていくかと思うんですが、 1つずつこの申

請書、申請ができるようにしていくごとに、委託手数料というのは 1つずつこう加算されていくも

のなんでしょうか。 1つのこの大きな枠でシステムをつくってしまうので、数の変更によってシス

テムの委託料というのは増したりするものなのかちょっとお伺いしたいんです。 

○主査（寺田幸弘） 中村ＤＸ推進課長。 

○ＤＸ推進課長（中村光宏） 外から市役所へ入ってくる入り口としては、今回のシステム構築に

よって、26手続以外の手続についても入って来られます。ただ、例えば税の照会をしたり、障がい

を持っているか否かとか、庁内の連携につきましては、申請の内容によって異なる部分もあります

ので、庁内の連携をするために若干のシステム変更とかが発生する可能性はあります。 

○主査（寺田幸弘） 藤澤副主査。 

○副主査（藤澤恭子） では、今回、このシステム開発というところができてしまえば、あとは追

加ということで、さほど大きなシステムの変更というのはないという感覚でよろしいでしょうか。 

○主査（寺田幸弘） 中村ＤＸ推進課長。 

○ＤＸ推進課長（中村光宏） 最初に入ってきてシステムとかと連携するところ、あと、いろんな

申請を管理するところが一番コストがかかるで、そこの部分はある程度これで完了できるというこ

とで、あとは、事業によって今のままではできない部分がある場合は、若干の変更をさせていただ

くことはあります。 
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 以上です。 

○主査（寺田幸弘） その他質疑はありますか。 

 鈴木委員。 

○委員（鈴木久裕）  2つお聞きしたいんだけれども、今度、基幹業務、標準化されて、ノンカス

タマイズだけれども、これ、今、載せるのはうちのオリジナルではないと。それに、今、つくって

あるその載せたいといって、お金は発生しないというか、新たにつくり込みをしなくても、そのま

ま載せられる、そんなイメージですか。 

○主査（寺田幸弘） 中村ＤＸ推進課長。 

○ＤＸ推進課長（中村光宏） 今回のマイナポータルから入ってくる手続につきましては、そちら

も国の標準仕様書には示されており、これからやる標準化システムでもそこの部分は使えますので、

システム自体は活用できるということになります。 

○主査（寺田幸弘） 鈴木委員。 

○委員（鈴木久裕） 若干の修正でという、全くそのままスポンと載せられるんですか。 

○主査（寺田幸弘） 中村ＤＸ推進課長。 

○ＤＸ推進課長（中村光宏） 現状、まだ標準化システムの仕様が出てきていない部分もあります

ので、ここでゼロとは申し上げられませんけれども、国のやることに対して、もちろん市町村も意

見を言い、無駄にならないように要望していきますが、もしそうなった場合は、国からお金を補償

してくれるとかいうことも、要望していきたいと思います。 

○主査（寺田幸弘） 鈴木委員。 

○委員（鈴木久裕） それはぜひ要望はしていかないといけないので、そうしていただきたいと思

います。 

 あともう一つ、このシステムのレベルなんだけれども、先ほどの例えば児童手当の現況届をやる

よと。そうしたら、この人、当然今月来ている、来るべきなのに来ていないねというのに対しては、

どう判別して、催促するとか、そういうことまで想定しているのか、それとも、出てきたやつだけ

処理して、出てこないやつはしようがないなというレベルで行くのか、どのぐらいまで想定してい

るのか。 

○主査（寺田幸弘） 中村ＤＸ推進課長。 

○ＤＸ推進課長（中村光宏） 何でもかんでも自動化できるかということなんですけれども、もと

もとの目的はとにかく紙をなくすことと、申請手続を簡略化して、市役所へ行かなくてもできると

いうことになりますので、子育てでしたら、こども希望課が本来紙でもらってそれを担当者が打っ
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ていたもの、自動で入ってきたもの、例えば現況届で言えば九千何件のうち、何件が今既に入って

きているかということは分かりますので、その後の催促は、担当課のほうで連絡する形にはなりま

すけれども、割合として、紙で入ってくる分よりも自動で入ってくる分が増えていけば、その分、

ほかの業務に職員が充てられるということになりますので、まずはそこを目指したいと思います。 

○主査（寺田幸弘） 草賀委員。 

○委員（草賀章吉） 例えば、そういったデジタル化を進めていくのではないですか。で、基本的

な姿勢として、従来のその開発分、例えば申請主義というかね。申請しないと行政というのはなか

なか手を出してこないけれども、それで、最近はプッシュ型なんていう方針も言っているので、基

本的にどこに線を置いてやっているのか。従来どおり申請方式で、申請しない人は知らないよとい

うふうな方針なのか、その辺は何か明確なものはあるんですか。 

○主査（寺田幸弘） 中村ＤＸ推進課長。 

○ＤＸ推進課長（中村光宏） 国のマイナポータルもそうですけれども、将来的には、手のひら市

役所としては、申請を受けるだけではなくて、こちらから通知をするという機能も目指しています。

というのは、例えば、40歳超えて、特定健診があるよという方に対して、本年は特定健診の年です

よという案内が、今までは紙で来ていたのが通知で来て、そのままスマホを使って申請をして、ま

た結果が来るというようなことが最終的な目的になります。それもやはり、個人が特定できて、マ

イナポータルとスマホ連携していないとなかなか難しいんですけれども、将来的にはそういったこ

とまで一切電子でやっていけるような形を目指しております。 

○主査（寺田幸弘） 鈴木委員。 

○委員（鈴木久裕） やっぱり目指すところ、職員の人もそうなんですけれども、この人来ていな

いよねというのは、ぺらぺら探すのが一番で出てきたやつになって、そこからはやっぱり手で催促

するのかよく分からないけれども、いいんですかということは確認せざるを得ないんですね、今。

救おうとすれば。やっぱりそのＲＰＡではないけれども、そこまでやっぱり、期日まで出てこなか

ったら、念のために 1回はプッシュするとか、その辺がね。全体のサービス水準、これに限らずだ

けれども、そこのところは企画でちょっと中心になって、どこら辺までやっていくのか。考え方に

よっては、物すごく優しい市だねということになるかもしれないので、これ、今回はそこまでは担

当課に聞かないと分からないということだけれども、全体、これから目指す中で、押すとかちょっ

とその検討をしてもらいたいなとは思いますが。 

○主査（寺田幸弘） 平松企画政策部長。 

○企画政策部長（平松克純） 目指すところは、当然、そこを目指さなきゃいけないと思っていま
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す。先ほど、課長も申したように、こういうシステムを入れることによって、職員の業務量も削減

できる。で、そこの空いた時間にそういう今までなかなか忙しくてできなかった市民に対してのサ

ービスを行うということができるようになっていくはずですので、そこも含めて、今後、こういう

手のひら市役所、入り口を今回つくるということで、あと、次のサービスをどうするか。それをま

たデジタル化すれば、またそこが整備されるという、だんだんステップを踏んでいかなきゃいけな

いと思っていますので、その辺、企画中心に考えて、市民がいかに便利になるかというところで考

えていきたいと思っています。 

○主査（寺田幸弘） 鈴木委員。 

○委員（鈴木久裕） 繰り返しになるけれども、これが最初に入ってきた時点なので、なるべく今

並行して進めないと、今後、ばらばらばらばら入っていってということになるんで、企画で音頭を

取って、それについてしっかリーダーシップして、全体を調整していただければ。 

○主査（寺田幸弘） そのほか質疑ございませんか。 

〔「以上です」との声あり〕 

○主査（寺田幸弘） よろしいでしょうか。 

 以上で質疑を終結いたします。 

 次に、危機管理課の説明をお願いします。 

 赤堀危機管理課長。 

○主査（寺田幸弘） ありがとうございました。 

 ただいまの危機管理課の説明に対する質疑をお願いします。 

〔「ありません」との声あり〕 

○主査（寺田幸弘） よろしいですか。 

 以上で質疑を終結いたします。 

 質疑が終わりましたので、ここで、委員間討議を行います。 

 意見のある方はお願いします。 

 草賀委員。 

○委員（草賀章吉） 企画政策部長がいらっしゃるから、せっかくだから、先ほどのデジタル化の

話の中で、先ほども言われたような、誰も取り残さないというこの考え方、これがデジタルに乗り

遅れるのではなくて、全てのいろんなその行政サービスがより取り残す人をなくすようなデジタル

化はぜひ推進してほしいと、こういうようにすると、大体先ほどの方針が決まってくるのではない

かなということで思います。 
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○主査（寺田幸弘） 今、草賀委員からの意見に対して、意見のある方はいますでしょうか。 

 鈴木委員。 

○委員（鈴木久裕） まさにそのとおりで、これまでの申請型待ち型からプッシュ型にね。特にこ

のＤＸを使ったものはそれに、そこまでできやすくなるという話だから、そういう気持ちを入れて

やっていっていただければと思います。 

○主査（寺田幸弘） ありがとうございました。 

 そのほか御意見のある方は。 

 山本委員。 

○委員（山本行男） 私も、先ほど説明を聞いて、そういうことに準じ、草賀委員がおっしゃった

ような中で、やっぱりやっていただくと。当然、そういうことも入っていると思うんですけれども、

それと加味しながらやっていただきたいという。同感でございます。 

○主査（寺田幸弘） そのほかございますでしょうか。 

 藤澤副主査。 

○副主査（藤澤恭子） 私も、皆さんと同感です。 

 今のところ、まだ見えているのはデジタル化されているだけなので、これがどうトランスフォー

メーションしていくかというのを非常に楽しみにしているところですが、そこまでの道のりがどれ

くらいかかるのかなと。本当に変革していくまで、どれくらいのスパンを考えているのかなという

ところは少し気になるところではありますが、目指すところはそこということで、非常に期待して

いるところです。 

 以上です。 

○主査（寺田幸弘） ありがとうございました。 

 そのほか御意見ございますでしょうか。 

 草賀委員。 

○委員（草賀章吉） もう一つ、デジタル化、それはいいんですけれども、それを急ぐ余り、無駄

な投資をダブってしないようにぜひと思っているのがね。 

 それから、ちょっと気になったのは、基幹システムはここまで国がやってくると、それを先行し

ていろんなことをやっていくと、本当に無駄にならないのかと。各市町のそんなふうに金ぼんぼん

使っていいのかなという感じも一方で受けるので、国の基幹システムが早く整理された上で、それ

にどう乗っていくかということでないと、やっぱり首長もそうですけれども、少し功を焦っていて

もらっても困るかなという感じがします。 
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○主査（寺田幸弘） ただいまの草賀委員の意見に対して、何かございますでしょうか。 

 鈴木委員。 

○委員（鈴木久裕） まさにそのとおりで、二重投資とかにならない、そこはやっぱり留意しなが

ら。 

○主査（寺田幸弘） そのほかございますでしょうか。 

 藤澤副主査。 

○副主査（藤澤恭子） 私もそう思います。投資もそうですけれども、やっぱりその周りの状況を

見て、なるべく早く早くというのはもちろんなんですが、いろんな課題がどんどん出てくるかと思

いますんで、そこら辺は把握しつつ、ちょっと慎重になるところは慎重にというところも大事かな

と思っております。 

○主査（寺田幸弘） ありがとうございました。 

 そのほかございますでしょうか。 

〔「いいです」との声あり〕 

○主査（寺田幸弘） ただいまの委員間討議では、まず、デジタル化に当たっても、誰もが取り残

さないということをやっぱり意識して、進めていただきたいという 1点。 

 それから 2点目、急ぐ余りに無駄な投資をしていかないと、こういうことが、意見が出てまいっ

たということで、そういう意見が出てまいりました。 

 この点については、予算決算委員会へ報告をさせていただきたいと思います。 

 それでは、分科会として意見を決めたいと思います。 

 議案第79号の原案は、妥当ということでよろしいですか。 

〔「異議なし」との声あり〕 

○主査（寺田幸弘） 原案は妥当とすることに決定いたしました。 

 次に、議案第89号 令和 4年度掛川市一般会計補正予算（第 4号）について、第 1条、歳入歳出

予算の補正、歳入中、所管部分を議題とします。 

 それでは、財政課の説明をお願いします。 

 増田財政課長。 

○主査（寺田幸弘） ありがとうございました。 

 ただいまの財政課の説明に対する質疑をお願いします。 

 質疑はありませんか。 

 鈴木委員。 
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○委員（鈴木久裕） 今の御説明をお聞きして、限度いっぱいということで、執行を見た余裕分と

して、単費を基金に繰り入れるのではなくて、もうこれは入れざるを得ない、だから入れざるを得

ないので、一億何とかは、 1,400万はみんなこうしている、そういう考え方でいいですか。 

○主査（寺田幸弘） 増田財政課長。 

○財政課長（増田忍） 今、委員がおっしゃったとおり、今後の執行残に備えてということもござ

います。また、この交付金を確実に活用できるように、また、今回、予算の事業費につきましては、

一定の事業効果が得られるような予算規模の確保を図ったというところも御理解をいただきたいと

思います。 

 以上です。 

○主査（寺田幸弘） 鈴木委員。 

○委員（鈴木久裕） 念のため確認ですけれども、これも順番があるとすると、交付金分をその執

行の結果として、交付金分を先に括っといて、残りがこっちの単費の分から持ってくる、そういう

ことでいいんですね。 

○主査（寺田幸弘） 増田財政課長。 

○財政課長（増田忍） はい、委員おっしゃるとおりです。 

○主査（寺田幸弘） その他質疑はありませんか。 

〔「なし」との声あり〕 

○主査（寺田幸弘） それでは、質疑を終結します。 

 質疑が終わりましたので、ここで委員間討議を行います。 

 意見のある方はお願いします。 

 鈴木委員。 

○委員（鈴木久裕） 制度を活用して、国の交付金を最大限活用してということで、よく工夫をし

ていただいているなというふうに思います。 

○主査（寺田幸弘） ということでございます。ありがとうございました。 

 鈴木委員からの意見に対して、意見のある方はありますでしょうか。 

 大丈夫ですか。 

 それでは、鈴木委員の有効に活用してほしいということでいきたいと思います。 

○委員（鈴木久裕） してほしいではなく、しているなということです。 

○主査（寺田幸弘） 承知いたしました。 

 それでは、分科会として、意思を決めたいと思います。 
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 議案第89号の原案については、妥当ということでよろしいでしょうか。 

〔「いいです」との声あり〕 

○主査（寺田幸弘） 原案は妥当とすることに決定いたしました。 

 ありがとうございました。 

 次に、議案第80号 掛川市税条例等の一部改正についてを議題とします。 

 それでは、市税課の説明をお願いします。 

 鈴木市税課長。 

○主査（寺田幸弘） ありがとうございました。 

 ただいまの市税課の説明に対する質疑をお願いします。 

 鈴木委員。 

○委員（鈴木久裕） 法改正に伴う全国的なもので、全部準則どおり、一応、できた話ということ

でよろしいですか。 

○主査（寺田幸弘） 鈴木市税課長。 

○市税課長（鈴木千里） はい、準則どおりです。ただし、固定資産税に係る課税標準の特例措置

については、国が示す参酌基準に基づき設定しております。 

○主査（寺田幸弘） そのほか質疑はありませんか。 

 鈴木委員。 

○委員（鈴木久裕） では、そのわがまち特例のところね。この資料の 4ページの第 1項と第23項

に該当するんですかね。ちょっとここの参酌基準というのと併せて、この基準を定めた考え方を教

えてください。 

○主査（寺田幸弘） 鈴木市税課長。 

○市税課長（鈴木千里） 第 2項の参酌基準は、地方税法等において、 5分の 4を参酌して、10分

の 7以上10分の 9以下という規定となっております。第23項においては 4分の 3を参酌して、 3分

の 2以上 6分の 5以下となっております。 

 設定した理由としましては、対象となるものの基準としたというところと、第23項については、

ここに記載したように、指定された河川が現在のところないので、今後、それに対応するように標

準の割合を設定させたというところです。 

○主査（寺田幸弘） 鈴木委員。 

○委員（鈴木久裕） 一応、確認ですけれども、第 2項の分は真ん中を取った、第23項はその標準

をそのまま取った、そういうことなんですか。 
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○主査（寺田幸弘） お願いします。 

○資産税課長（榛葉浩介） 資産税課です。 

 固定資産税に係る部分になりますので、私から説明をさせていただきたいと思います。 

 第 2項につきましては、もともと参酌基準どおりの 4分の 3を使っておりましたので、今回、地

方税法の改正により、その参酌基準が 5分の 4に変更されたことで、そのまま参酌基準の変更に合

わせたということであります。 

 また、第23項につきましては、市内にこの特例措置の対象となる区域というものがまだ指定され

ておりませんので、その考慮すべき本市特有の事情というものはまだ存在しないため、参酌基準の 

4分の 3を採用するという考えであります。 

 以上です。 

○主査（寺田幸弘） よろしいでしょうか。 

 そのほか質疑はございませんか。 

 鈴木委員。 

○委員（鈴木久裕） 質問というより、総務部長にですけれども、今回、こういう資料を出してい

ただいて、非常に説明も聞きやすいのと、また、今後ともこういう御努力を、工夫をしていただけ

るとありがたいんですけれども。 

○主査（寺田幸弘） そのほか質疑はありませんか。 

〔「なし」との声あり〕 

○主査（寺田幸弘） 質疑を終結します。 

 質疑が終わりましたので、ここで委員間討議を行います。 

 意見のある方はお願いします。 

 鈴木委員、お願いします。 

○委員（鈴木久裕） はい。基本的に国の準則どおりで、この特例のところも、基本的な基準をそ

のままということなので、特に全くよろしいかと思います。 

○主査（寺田幸弘） 鈴木委員からの意見に対して、意見のある方はございますか。 

 草賀委員。 

○委員（草賀章吉） これって、税金の例ですけれども、別に我々は詳しいわけではないので、こ

ういうような説明書をつくってくれたり、また、もうちょっと具体的に説明いただくと本当によく

分かるんですけれども、議案だけでいくとほとんど分かりにくいと、どこをどういうふうに変わる

のかが分かりにくいけれども、これは本当にありがたいですよね。これをもうちょっと丁寧に説明
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していただくと、もっとうれしかったな。 

○主査（寺田幸弘） ありがとうございました。 

 そのほか意見ございますでしょうか。 

〔「なし」との声あり〕 

○主査（寺田幸弘） それでは、ただいまの委員間討議では、こういう形で説明が出てきて、非常

にありがたかったと。さらに努力を重ねて、見やすく、委員に分かりやすい資料を提供していただ

きたいということを予算決算委員会で報告させていただきます。 

 それでは分科会として、意見を決めていきたいと思います。 

 議案第80号の原案については、妥当ということでよろしいですか。 

〔「異議なし」との声あり〕 

○主査（寺田幸弘） 原案は妥当とすることに決定いたしました。 

 ありがとうございました。 

 次に、議案第81号 掛川市都市計画税条例の一部改正についてを議題とします。 

 それでは、資産税課の説明をお願いします。 

 榛葉資産税課長。 

○主査（寺田幸弘） ありがとうございました。 

 ただいまの資産税課の説明に対する質疑をお願いします。 

 質疑はありませんか。 

 鈴木委員。 

○委員（鈴木久裕） これは、新しくつくったこの附則の第 7項については、年限度も 3年という

のは、こう法定なんですね。ただ割合だけが若干各市で調整できる、そういうことなんだと。 

○主査（寺田幸弘） 榛葉資産税課長。 

○資産税課長（榛葉浩介） そのとおりです。 

○主査（寺田幸弘） そのほか質疑はありませんか。 

 鈴木委員。 

○委員（鈴木久裕） 後の項ずれも準則どおりということでいいですね、当然のことながら。 

○主査（寺田幸弘） 榛葉資産税課長。 

○資産税課長（榛葉浩介） そのとおりです。 

○主査（寺田幸弘） そのほか質疑はありませんか。 

 よろしいでしょうか。 
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〔「はい」との声あり〕 

○主査（寺田幸弘） それでは、質疑を終結します。 

 質疑が終わりましたので、ここで委員間討議を行います。 

 意見のある方はお願いします。 

〔「ありません」との声あり〕 

○主査（寺田幸弘） それでは、委員間討議を終結します。 

 それでは、分科会として、意思を決めたいと思います。 

 議案第81号の原案については、妥当ということでよろしいですか。 

〔「異議なし」との声あり〕 

○主査（寺田幸弘） 原案は妥当とすることに決定いたしました。 

 ありがとうございました。 

 以上で、予算決算委員会総務分科会に送付されました議案の審査は終了いたしました。 

 そのほか、当局から何かございますか。 

〔「ございません」との声あり〕 

○主査（寺田幸弘） 委員の皆様から何かございますか。 

〔「なし」との声あり〕 

○主査（寺田幸弘） この後、総務委員会を予定しております。総務委員会につきましては、10時

50分より開始したいと思います。10時50分からということで、引き続き全員協議会室にお集まりく

ださい。 

 それでは、閉会に当たりまして、藤澤副主査より挨拶をお願いいたします。 

○副主査（藤澤恭子） 皆様、お疲れさまでございました。 

 予算決算委員会総務分科会、こうして初の分科会でしたけれども、大変円滑な審議ができたかと

思います。お疲れさまでございました。 

午前１０時３９分 閉会 

 

 


